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別紙１ 

プログラムの教育・学習方法  

 

○ 知識・理解 

 

 

○ 知的能力・技能 

身につく知識・技能・態度等 

１．分子や細胞に関する知識・理解 

 ２．生物の機能や生態に関する知識・理解 
 

教育・学習の方法 

 基礎から専門に及ぶ知識と理解は，主に専門科

目の必修科目によって，獲得させる。 

 これら以外にも関連分野に関して，選択必修

科目や選択科目によって，知識と理解を深めさ

せる。 

 

評価 

 知識と理解は，試験，課題に対するレポートを

通じて評価する。 

身につく知識・技能・態度等 

１．分子から細胞に関する研究領域におけ

る知的能力と技能 

 ２．細胞から生体機能に関する研究領域に 

   おける知的能力と技能  

教育・学習の方法 

 基礎から専門に及ぶ知的能力と技能は，主に専

門科目の必修科目によって，獲得させる。 

 これら以外にも関連分野に関して，選択必修

科目や選択科目によって，知的能力と技能を深

めさせる。 

 

評価 

 知的能力・技能の評価は，試験，課題に対す

るレポートを通じて評価する。 
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○ 実践的能力・技能 

 

   

 

○ 総合的能力・技能 

 

   

 

身につく知識・技能・態度等 

 
１．分子や細胞を扱う研究領域において実

践的に応用・活用できる能力と技能 

２．生物の機能や生態に関する研究領域に

おいて，実践的に応用・活用できる能

力と技能 

３．英文の専門的学術論文読解の基礎とな

る科学英語 

 
 

教育・学習の方法 

 実践的能力や技能は，主に実験実習や外書講

読を通じて発達させる。 

 

評価 

 実践的能力・技能の評価は，主に学生実験の

レポートや課題解決能力，課題として与えた科

学英語の読解力や発表能力によって評価する。 

 

身につく知識・技能・態度等 

 １．細胞や生体の機能を分子レベルで総合的  

  に捉え，周辺領域の情報を収集して自分 

  の考えをまとめ，文章や口頭で論理的に 

  発表し，意見交換できる能力と技能 

 

教育・学習の方法 

 卒論研究，卒業論文を通して開発・育成する。 

 

評価 

 卒業研究の発表会では指導教員並びにプログラ

ム担当教員が学術的達成度および能力・技能の獲

得レベルをモニターする。 

 



別 紙 ２

　主専攻プログラム　モデル体系図 注：表記のセメス ター、 あるいはそれ以降で 履修することが可能で あることを示す 生物生産学部　 分子細胞機能学主専攻プ ログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教養ゼミ（◎）

平和科目（○）

パッケージ科目（○）

微分積分通論（◎） 有機化学（◎） 生物環境学（◎） 公衆衛生学（○）
種生物学（◎） 細胞科学（◎） 遺伝学（○）
一般化学・初修化学（ 食料資源論（◎） 動物生産ｻ ｲｴ ﾝｽ入門（○）
生物生産学入門（◎） 生物生産学のための物理 植物ﾊﾞ ｲｵｻ ｲｴ ﾝｽ入門（○）
微生物学入門（○） 科学技術倫理学（◎） 生物統計学（○）

フィールド 科学演習（○生物物理化学（○）
生化学入門（◎） 分子生物学入門（◎）

動物生態学（○）
動物生理学（○）

酵素・蛋白質化学（◎）
分子細胞生物学（◎）
生体高分子科学（◎）
免疫生物学（◎）

化学生態学（◎）

領域科目（○）

健康ス ポーツ科目（○）

総合科目（○）

微生物機能学（◎）
植物分子生物学（◎）
動物分子生物学（◎）

天然物有機化学（◎）
動物細胞工学（◎）

外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 外国語科目（◎） 外国語科目（○）

情報科目（◎）

基礎生物学実験Ⅰ， Ⅱ（◎）
基礎化学実験（◎）
基礎物理学実験（◎）

酵素化学実験（◎）
微生物機能学実験（◎）

免疫生物学実験（◎）
生態機能物質化学実験（◎）
生体分子機能学実験（◎）

外書講読（◎）

卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

卒業論文（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

知
的
能
力

・
技
能

生物の機能や生
態に関する知識・
理解

分子から 細胞に関す る
研究領域における知的
能力と技能

実
践
的
能
力

・
技
能

総

合

的

能

力

・

技

能

専門分野を学ぶ
ために必要な 基
礎的実験能力・
技能

英語を活用して口頭や
文章で日常的なコミュニ
ケ ー シ ョンを図ることが
できる能力，および ，英
文の専門的学術論文読
解の基礎となる科学英
語の能力

科学的な思考法や適
切な自己表現能力

論拠を 明ら かにした
議論や効果的なプ レ
ゼンテ ー ションを 行う
ことができる。

平和に関す る多角的な
知識・ 理解

専門分野を学ぶために
必要な基礎的知識・ 理解

専門分野を学ぶために
必要な基礎的知識・ 理解

分子や細胞に関
する知識・理解

知
識

・
理
解

物理学実験（○）
化学実験（○）

生物学実験（○）
分子や細胞を扱う研究
領域において実践的に
応用・ 活用できる能力と
技能

生物の機能や生態に関
す る研究領域において、
実践的に応用・ 活用でき
る能力と技能

外国語で情報を受
信し，発信できるコ
ミュニケーション能
力と技能

ネ ットワー ク 上のモ ラ ル
や情報化社会における
問題点を理解した上で、
情報処理を適切に行うた
めの実践的な能力・ 技能

４年

知的活動に関す る知識・
理解

人類や社会が抱える歴
史的・ 現代的な課題に対
す る知識・ 理解

３年１年 ２年（専門教育における）
学習の成果

教養教育
到達目標

細胞や生体の機能を分
子レベルで総合的に捉
え、周辺領域の情報を収
集して自分の考えをまと
め、文章や口頭で論理
的に発表し、意見交換で
きる能力と技能

細胞や生体の機能を分
子的な面から 総合的に
考える分野において，周
辺領域の情報を収集し
て自分の考えをまとめ，
それに基づ く実証を行
い，結論を文章や口頭で
論理的に発表し，意見交
換できる。

専門分野を学ぶ
ために必要な 基
礎的実験能力・
技能

知識の根源やその深
化を 洞察す る知的能
力・理解

体力・健康づくりのた
めの科学的理論，ス
ポー ツを 楽しむ技能

細胞から 生体機能に関
す る研究領域における
知的能力と技能

広い視野から 全体像
を 把握す るための総
合的な知的能力・技
能

sei-gaku-sien
タイプライターテキスト
１１
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○ 分子細胞機能学主専攻プログラム履修表（専門科目） 
 

区

分 

科 目 区 分 
要修得 

単位数 
授 業 科 目 単位数 

履 修 年 次 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専

門

教

育

科

目 

専 門 科 目 ５６ 

免疫生物学 

免疫生物学実験 

酵素・蛋白質化学 

酵素化学実験 

微生物機能学 

微生物機能学実験 

生体高分子科学 

動物分子生物学 

生体分子機能学実験 

天然物有機化学 

化学生態学 

生態機能物質化学実験 

分子遺伝学 

分子細胞生物学 

動物細胞工学 

植物分子生物学 

卒業論文 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

６ 

   ○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 

必修科目  計 ３３単位 

植物栄養生理学 

動物遺伝育種学 

生物化学工学 

分子細胞機能学特論 

食品栄養学 

食品微生物学 

水族病理学 

水族生化学 

食品健康科学 

水産増殖学 

動物生殖学 

食品生化学 

食品衛生学 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

   ○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

  

選択必修科目  計２６単位のうち１２単位選択必修 

（１２単位を超える履修単位は選択科目とする。） 

選択科目 １１単位以上修得 

・表中以外の生物生産学科の他プログラムの専門科目も選択科目に含めること 

ができる。 

・他学部の専門科目は１２単位まで含めることができる。 

・教養教育科目及び教職に関する科目は含めることはできない。 

合   計 １２８  

〔卒業要件単位数〕１２８単位 （教養教育科目４８単位＋専門基礎科目２４単位＋専門科目５６単位） 
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別紙４ 

到達目標評価項目と評価基準の表  

 

○ 知識・理解  

 

 非常に優れている

(Best) 

優れている 

(Modal) 

基準に達している 

(Threshold) 

備考欄 

＊( )内は履修

セメスター 

分子や細胞に

関する知識・

理解を得る。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。80％以

上を基準とする。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。70％

以上を基準とす

る。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。60％以

上を基準とする。 

酵素・蛋白質

化学(4) 

分子細胞生

物学(4) 

生体高分子

科学(4) 

生物の機能や

生態に関する

知識・理解を

得る。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。80％以

上を基準とする。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。70％

以上を基準とす

る。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。60％以

上を基準とする。 

化学生態学

(5) 

免疫生物学

(4) 

 

 

 

 

 

 

○ 知的能力・技能  

  

 非常に優れている 

(Best) 

優れている 

(Modal) 

基準に達している 

(Threshold) 

備考欄 

(どの授業科目

で評価するか

科目名を記入

して下さい。) 

分子から細胞

に関する研究

領域における

知的能力と技

能 を 習 得 す

る。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。80％以

上を基準とする。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。70％

以上を基準とす

る。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。60％以

上を基準とする。 

 

微生物機能

学(5) 

植物分子生

物学(5) 

動物分子生

物学(5) 

細胞から生体

機能に関する

研究領域にお

ける知的能力

と技能を習得

する。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。80％以

上を基準とする。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。70％

以上を基準とす

る。 

所定科目の成績の

平均評価点として

計算される。60％以

上を基準とする。 

動物細胞工

学 

(5) 

天然物有機

化学(4) 
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○ 実践的能力・技能 

 

 非常に優れている 

(Best) 

優れている 

(Modal) 

基準に達している 

 (Threshold) 

備考欄 

(どの授業科目

で評価するか

科目名を記入

して下さい。) 

分子や細胞を

扱う研究領域

において実践

的に応用・活

用できる能力

と技能を習得

する。 

1.基本的な実験操

作技能 

2.実験による結果

を解析・記述する能

力 

3.解析結果につい

て情報収集・考察す

る能力 

 

上記３項目につい

て総合的に評価し，

80％以上を基準と

する。 

1.基本的な実験操

作技能 

2.実験による結果

を解析・記述する

能力 

3.解析結果につい

て情報収集・考察

する能力 

 

上記３項目につい

て総合的に評価

し，70％以上を基

準とする。 

1.基本的な実験操作

技能 

2.実験による結果を

解析・記述する能力 

3.解析結果について

情報収集・考察する

能力 

 

上記３項目について

総合的に評価し，

60％以上を基準とす

る。 

酵素化学実

験 

(4) 

微生物機能

学実験(4) 

生物の機能や

生態に関する

研究領域おい

て，実践的に

応用・活用で

きる能力と技

能 を 習 得 す

る。 

1.基本的な実験操

作技能 

2.実験による結果

を解析・記述する能

力 

3.解析結果につい

て情報収集・考察す

る能力 

 

上記 3項目について

総合的に評価し，

80％以上を基準と

する。 

1.基本的な実験操

作技能 

2.実験による結果

を解析・記述する

能力 

3.解析結果につい

て情報収集・考察

する能力 

 

上記 3項目につい

て総合的に評価

し，70％以上を基

準とする。 

1.基本的な実験操作

技能 

2.実験による結果を

解析・記述する能力 

3.解析結果について

情報収集・考察する

能力 

 

上記 3項目について

総合的に評価し，

60％以上を基準とす

る。 

生態機能物

質化学実験

(5) 

免疫生物学

実験(4) 

生体分子機

能学実験(5) 

英文の専門的

学術論文読解

の基礎となる

科学英語を習

得する。 

科学英語に関する

読解力を有し，専門

的な学術論文を読

むことができる。 

科学英語に関する

基礎的な読解力を

有し，専門的な学

術論文をある程度

読むことができ

る。 

科学英語に関する基

礎的な読解力を有

し，専門的な学術論

文を部分的ではある

が読むことができ

る。 

外書講読(5) 
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○ 総合的能力・技能 

 

 非常に優れている 

(Best) 

優れている 

(Modal) 

基準に達している 

 (Threshold) 

備考欄 

(どの授業科目

で評価するか科

目名を記入して

下さい。) 

細胞や生体の

機能を分子的

な面から総合

的に考える分

野において，

周辺領域の情

報を収集して

自分の考えを

まとめ，それ

に基づく実証

を行い，結論

を文章や口頭

で論理的に発

表し，意見交

換できる。 

該当する授業科目

の成績の 80％以上

を基準とする。 

該当する授業科目

の成績の 70％以

上を基準とする。 

該当する授業科目

の成績の 60％以上

を基準とする。 

卒業論文

(6-8) 
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別紙５ 
担 当 教 員 リ ス ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当教員名 担 当 授 業 科 目 等  備 考 
水田 啓子 担当授業科目： 

研究室の場所：A７０４ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ： kei7mizuta@ 

 

三本木至宏 担当授業科目：酵素・蛋白質化学，微生物機能学，

微生物機能学実験 
研究室の場所：A７０２ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：sambongi@ 

 
 
 

船戸 耕一 担当授業科目：分子細胞生物学，微生物機能学実験 

研究室の場所：A７１３ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：kfunato@ 

 
 
 

江坂 宗春 担当授業科目：酵素・蛋白質化学，植物分子生物

学，酵素化学実験 
研究室の場所：A７０６ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：mesaka@ 

 

藤川 愉吉 
 

担当授業科目：植物分子生物学，酵素化学実験 
研究室の場所： A７０７ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：fujikawa@ 

 
 
 

古澤 修一 
 
 

担当授業科目：免疫生物学，免疫生物学実験 

研究室の場所：B３１４ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：sfurusa@ 

 

堀内 浩幸 
 

担当授業科目：動物細胞工学,免疫生物学実験 
研究室の場所：B３１３ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：hhori10@ 

 



分子細胞機能学プログラム 
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担当教員名 担 当 授 業 科 目 等  備 考 
清水 典明 担当授業科目：動物分子生物学，生体分子機能学

実験 

研究室の場所：総Ｃ３２１ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：shimizu@ 

 
 

手島 圭三 
 
 

担当授業科目：生体高分子科学，生体分子機能学

実験  

研究室の場所：総 B３０４ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：teshi@ 

 

大村  尚 担当授業科目：化学生態学，生態機能物質化学実験 

研究室の場所：総 B５０１ 
E-mail ｱﾄﾞﾚｽ：homura@ 

 

太田 伸二 担当授業科目：天然物有機化学，生態機能物質化

学実験 
研究室の場所：総Ｃ２２４ 

 

家藤 治幸 担当授業科目：生物化学工学 非常勤講師 

濱崎 洋子 担当授業科目：分子細胞機能学特論 非常勤講師 
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